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第三者の評価

「CSRレポート 2005」について C O N T E N T S
住友化学は、1998年度から毎年、「環境・安全レポ

ート」を発行し、環境・安全活動を中心とするレスポン

シブル・ケア活動についての報告を行ってきました。

昨年度からは、「CSRレポート」と名称を改め、社会的

活動や経済活動を含む、

報告書りました後は、折り込みのアンケートに

お答えいただき、皆様の率直なご意見、ご感想をお寄

せくださいますようお願いいたします。

【報告の対象とする範囲】

環境パフォーマンスのデータは、住友化学単体およ
び生産部門を有する国内の主要連結子会社18社を対
象にしました。環境会計については、住友化学単体お
よび主要連結子会社19社（国内14社、海外5社）をそれ
ぞれ対象にしています。
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レスポンシブル・ケア活動

環境効率指標の導入
住友化学は、環境活動にかかわるコストと環境負荷との関係を把握し、より効果的に環境負荷を削減していくため
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レスポンシブル・ケア活動

環境会計

住友化学は、環境保全にかかわる投資・費用と効果を定
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R e s p o n s i b l e  C a r e
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R e s p o n s i b l e  C a r e

赤泥削減への取り組み ――海洋投入量は前年度比2.3％の削減









31 Sumitomo Chemical  CSR Report 2005

R e s p o n s i b l e  C a r e

化学品安全活動

生物環境科学研究所では、長年にわたり蓄積してきた安

全性評価に関する豊富な知見、最新の科学知識や先端技術

を駆使し、遺伝子レベルから地球環境・生態系にまでおよ

ぶ幅広い分野で高度な安全性研究を実施しています。また

化学品安全に関するレスポンシブル・ケア活動の技術面を

担う中核研究所として、全社に安全性情報やリスクアセス

メントの結果を提供することで、化学製品の開発・使用・

廃棄にいたるまでのライフサイクルにわたる環境の保全や

安全性の確保に努めています。
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レスポンシブル・ケア活動

物流安全活動
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R e s p o n s i b l e  C a r e

品質保証への取り組み
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社会活動

●人権擁護の取り組み

住友化学は、国際的に人権尊重思想が高まるなかで、人

権問題について社員全員が正しい理解と認識を持ち、お互

いの人権を尊重する明るい職場づくりを推進しています。

●セクシュアルハラスメントへの取り組み
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経済活動

当社とサウジ・アラムコで共同出資会社を設立し、エチレ

ン130万トン／年、プロピレン90万トン／年のほか、ナ

フサ・ガソリンなどを生産する、世界最大級の石油精製・

石油化学統合コンプレックスを建設するというもので

2005年中に事業着手の意思決定を行い、2008年後半の

操業開始を目指しています。実現すれば、石油化学事業に

とって最重要課題のひとつである安価で安定的な原料の確

保が可能となります。

＜IT・デジタル家電関連マーケットの拡大＞

●需要拡大が見込まれる液晶テレビ向けに取り組みを強化

住友化学の情報電子部門の強みは、①主要大手ユーザー

と長期にわたる緊密な協力関係にあり、ニーズを的確、迅

速に把握し、それに応えることによりビジネスを拡大する

ポジションを確保していること、②総合化学会社として幅

広い技術に基づくシナジーを発揮して、液晶ディスプレイ

（LCD）に関してガラス以外のほとんどすべての主要部材
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当選の発表は粗品の発送をもって替えさ
せていただきます。�



FAX 03‐5543‐5901　住友化学株式会社 IR・広報部行�
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